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本研究の以上の結果は、以下の研究会(査読無)に
て成果報告を行った。 
・ 第 53 回宇宙科学技術連合講演会：「バルーンサ
ット」（秋山 他）2009.9.10 
・ 第 53 回宇宙科学技術連合講演会：「デジタルド
ームシアターで体感する高度30km－バルーンか
ら見る地球－」（吉住 他）2009.9.11 
・ 日本天文学会 2010 年春季年会：「みさと８ｍ電
波望遠鏡の現状報告と今後の計画」（佐藤 他）
2010.3 
・ 2009 年度 第 39 回天文天体物理若手 夏の学
校：「みさと８ｍ電波望遠鏡性能評価」（宮崎 
他）2009.7. 
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iv コトラーほか『コトラーのホスピタリティ＆ツーリズ
ム・マーケティング』，p.574。 















出所：Ernie Heath & Geoffrey Wall, “Marketing Tourism 







                                                          
vi Les Lumsdon "Tourism Marketing", p.239。 
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xiv 2002 年には 47.4％だった旅行先での自家用車利用割
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地　　域 観光資源件数 写真・動画数 ファイル数
伊都郡かつらぎ町 20 123 143
伊都郡九度山町 20 86 106
伊都郡高野町 65 196 261
海草郡紀美野町 17 32 49
海南市 15 174 189
岩出市 15 58 73
紀の川市 20 300 320
橋本市 8 13 21
御坊市 12 66 78
新宮市 17 50 67
西牟婁郡すさみ町 21 150 171
西牟婁郡上富田町 4 6 10
西牟婁郡白浜町 18 50 68
田辺市 82 620 702
東牟婁郡串本町 25 261 286
東牟婁郡古座川町 18 35 53
東牟婁郡太地町 12 19 31
東牟婁郡那智勝浦町 15 28 43
東牟婁郡北山村 11 23 34
日高郡みなべ町 7 15 22
日高郡印南町 4 15 19
日高郡日高川町 13 34 47
日高郡日高町 5 7 12
日高郡美浜町 12 16 28
日高郡由良町 7 95 102
有田郡広川町 6 9 15
有田郡湯浅町 25 244 269
有田郡有田川町 14 15 29
有田市 7 12 19
和歌山市 63 416 479
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 解析は 2010 年 4 月 1 日より 2011 年 2 月 20 日まで
のアクセスログに基づくものである。
5.2.1 観光資源登録数




No. 検索エンジン アクセス数 比率
1 Yahoo! 1,433 49.8%
2 Google 1,247 43.3%
3 bing 69 2.4%
4 BIGLOBE 53 1.8%
5 goo 41 1.4%


































月 20 日時点での観光資源登録数は、和歌山県内 30




































3 条件 2 のうち、「和歌山県」を含むもの 222
4 条件 2 のうち、「和歌山市」を含むもの 144
5 条件 2 のうち、条件３、４を除いたもの 689















































8 イベント 「祭り」等を含む語 
9 観光資源名 固有の観光資源名 


















1 観光 88 9.7%





4 食・産物 49 5.4%
5 寺社・文化・遺産 57 6.3%
6 レジャー 80 8.8%
7 宿・施設 30 3.3%
8 イベント 12 1.3%
9 観光資源名 466 51.5%
10 地域名または地名 144 15.9%
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xv このようなことから、写真データの充実を図ったとこ
ろ、学習雑誌『週刊 新マンガ日本史』から「真田古墳」
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Ernie Heath & Geoffrey Wall, "Marketing Tourism Destinations", John Wiley & Sons, 1992 
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要約：我々がこれまで培った高分子アクチュエータ技術と微細加工技術を融合し、安全で高機能な医療・
福祉用高分子マイクロマシンを開発することを目的とした。まず、マイクロマシン駆動装置としての高
分子アクチュエータ（イオン導電性高分子アクチュエータ、電子導電性高分子アクチュエータ、誘電エ
ラストマアクチュエータ）の発生力向上や動作環境の改善などを図った。さらに、同アクチュエータと
微細加工技術とを融合し、低侵襲医療用のマイクロ能動カテーテル、経皮薬物送達用のマイクロニード
ルアレイ、人工水晶体やカプセル内視鏡に応用可能な可変焦点レンズの要素技術開発を行った。 
 
１．緒言 
近年、高齢化の進展、健康志向の高まりに伴い、高
度で精密な医療・福祉機器に対する要求が強くなって
来た。医療では検査や治療に精密作業が必要な場合が
多く、マイクロマシンの概念提唱の当初より医療はマ
イクロマシンの重要な応用分野と位置づけられた。
1966年に制作された米国映画「ミクロの決死圏」に登
場した微小な潜水艦は、マイクロマシン技術の究極の
目標と言われている。 
マイクロマシンとは、マイクロメートルオーダから
ミリメートルオーダサイズの機械を言う。従来の巨視
的な機械を小型化した「マイクロメカトロニクス」と
半導体微細加工技術を用いて作製する「MEMS（Micro 
Electro Mechanical System：微小電気機械システム）」
とに分類される。現在、マイクロマシン（MEMS）の
研究開発では医療用途は一大分野を形成している[1]。 
従来のマイクロマシン特にMEMSではシリコンや
金属など無機材料が主要な構成材料であったが、近年
MEMSデバイスの材料をシリコンから高分子材料に
変える研究が盛んになってきている。シリコンでは得
られない特性・構造のデバイスを開発できたり、低コ
ストで製造できる利点がある。特にバイオ・チップや
光学デバイスといった分野での有力な基盤技術とな
る可能性が高い。また、医療用マイクロマシンには柔
軟で生体適合性のある材料の使用が必要であるが、高
分子には生体内での使用に適したものが多い。 
本研究は、これまで我々が培ってきたマイクロマシ
ン技術、特に高分子アクチュエータ技術、磁気アクチ
ュエータ技術、及び無機材料や高分子材料の微細加工
技術を基盤とし、これらの技術を医療・福祉用の高分
子マイクロマシンの開発に応用展開することを目的
とする。具体的には、これまで研究を進めてきた各要
素技術、すなわち高分子アクチュエータ技術や微細加
工技術を医療・福祉用高分子マイクロマシンへの応用
の観点からさらに改良すると共に、これら要素技術を
総合し医療や福祉用途の高分子マイクロマシンに応
用展開を図る。 
本研究でターゲットとした応用デバイスは、近年低
侵襲医療に多用されるカテーテルに外部から電気制
御可能な屈曲機構を搭載した「マイクロ能動カテーテ
34
